
令和5年7月時点

１.基本情報

5,660 名 ※令和5年5月1日時点

２.事業概要

３.本事業で新たに設置等を行う組織

令和9年度

令和7年度 ※既に申請・届出している場合はその年度を記入

農学関係 - - - - -

160 名

640 名

160 名

115 名

※学部・学科を新設する計画である場合は、当該学部等の所在地欄は予定所在地を記入。

※入学定員には編入学定員を含む。

大学・高専機能強化支援事業

（学部再編等による特定成長分野への転換等に係る支援）【支援１】

事業概要

選定年度 令和5年度 学校コード F134310109866

大学名 広島修道大学 設置区分 私立

学校種 大学 都道府県 広島県

大学全体の総収容定員数

入学定員

収容定員

入学定員の増加数

農学と環境学を軸とした自然科学系の専門知識と技術を有するグリーンイノベーション人材を育成し、地球環境問題、自然災害の頻発、

地方創生（都市農村問題）、食料・エネルギー資源の安定的な供給等の課題解決と持続可能な食料システムの構築に、農業生産面・

環境面・社会制度面から貢献する。そのための教育研究組織として、入学定員160名、収容定員640名からなる農学部を令和9年度に開

設予定である。農学・環境学分野の実践的技術を有した人材の輩出を企図し、その質保証の枠組み例としてJABEE認定の基準を念頭に

おいた教育プログラムを検討する。また、国内他大学との共同プログラムや既存の教育コンソーシアムで新たな自然科学系人材育成プログラム

等連携、国や県、市の研究所や研修センターでの演習や共同研究、アジア・オセアニア地域を中心とする海外大学との連携等の教育プログラ

ム等、ネットワークを有効に活用した体系的なカリキュラムを計画している。

改組予定年度

認可申請・届出予定

改組内容 学部の新設

設置等組織名 農学部

学部学科

組織構成

商学部（商学科、経営学科）、人文学部（人間関係学科、教育学科、英語英文学

科）、法学部（法律学科）、経済科学部（現代経済学科、経済情報学科）、人間環

境学部（人間環境学科）、健康科学部（心理学科、健康栄養学科）、国際コミュニティ

学部（国際政治学科、地域行政学科）

他学部等の入学定員の減少数

設置等組織の学位分野

当該学部等の所在地 広島県広島市安佐南区



持続可能な資源循環の実現及び持続的な食料
供給産業創出のための研究開発と社会実装

広島修道大学令和５年度選定 支援１

☞持続可能な食料システムの構築へ農業生産面・
環境面・社会制度面からアプローチできる人材
☞農学と環境学を軸とした自然科学系の専門知識
と技術を有する人材

グリーンイノベーション人材の育成

広島修道大学農学部（仮）

企業・団体との産官学連携

国内外の大学との連携

地域の教育コンソーシアムでの関連
分野教育活性化（新たな自然科学系
人材育成プログラムの提案等）

既存及び新規連携協定締結市町
（特に広島県が指定する農業地域
指定市町に重点）における人材
ニーズを反映したカリキュラム

フェーズ
１で検討

個別教員が実施している共同演習等
の体系化

当該分野で本学教員の教育研究の実
績がある国内大学・研究機関及びア
ジア・オセアニア地域を中心とした
海外大学との連携

国や県・市の研究所や研修セン
ターでの演習

本学の強みである地域と
の連携を活かした実践的
教育プログラムの構築

学部設置後、協議会を連携科目検
証、人材育成の実働的プラット
フォームとして発展的に再編し継
続的に稼働

●企業及び高等学校等を対象とした
訪問調査によるニーズ抽出

●ニーズの具体化とカリキュラム内
容の深化を目的とした産学官協議
会の設置

●ニーズの定量的調査によりDPと
カリキュラムの接続や必要な基礎
実験、実践的技術を身につけるた
めの実験棟・実験圃場（学内）及
び実習圃場（学外）等教育研究施
設の具体化

新学部設置準備室及び
ワーキンググループ

理数系コースや農業関連科のある高校との連携強化
（出張講義や早期履修、育てる入試制度の導入等）
や高等専門学校からの編入学制度等

＜広島修道大学基本情報＞
開学：昭和35年度（4年制大学）
既存学部：商学部・人文学部・法学部・経済科学部・

人間環境学部・健康科学部・国際コミュニティ学部
学生数：6,284人（大学院生含む。令和5年5月1日時点）
所在地：広島県広島市安佐南区

社会的ニーズ
地球環境問題、自然災害の頻
発、地方創生、食料・エネル
ギー資源の安定的供給等の課
題とそれらが予測不能な形で
展開する社会の動きに対応可
能な実践的な技術を身につけ
た人材

＜教育研究の内容＞
●３つのポリシーによる適切な学修成果の達成
●アセスメント・プラン、教学IRに基づくカリキュ
ラムの検証

●農学・環境学分野の実践的技術の質保証の枠組例
として、JABEE認定の基準を念頭においた教育プ
ログラムの検討

●実務経験のある教員の科目の配置
●専門活用型インターンシップ
●ニーズ調査に基づく取得可能資格検討（高等学校
教諭一種免許状〔農業〕〔理科〕、食品衛生監視
員他食品関連任用資格等）

●科研費（大区分F分野）の基盤研究、環境親和
型・情報活用型農業技術等の研究によってJST・
農水省・環境省等の競争的資金の獲得

多様な入学者の確保

フェーズ
１で検討

既存の学生募集活動において、本学で実施してい
るSDGsにつながる教育研究活動等についての紹介
を強化する等新学部設置につながる本学の姿勢を
高校生等と共有

企業の技術者や研究機関の研究員
等、実務経験のある教員の科目を
配置し、社会実装を意識した学び

共同研究の推進

フェーズ
１で検討

産学官協議会
の設置

【申請要件④】

【申請要件②】

【申請要件③④⑤⑪】

全学教育・他学
部教育との融合
人文社会科学分野の
教育研究の蓄積と農
学・環境学分野の教
育研究を活かした文
理融合教育の全学的
な展開

【申請要件④】

【申請要件⑤⑦⑫】

【申請要件⑫】

【申請要件⑦】

＜新学部計画基本情報＞
改組予定年度：令和９年度
改組内容：学部の新設
設置等組織名：農学部
入学定員：160名

フェーズ
１で検討


